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第
だい

1期
き

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

レジュメ
れ じ ゅ め

（医 療
いりょう

） 
 

第
だい

1期
き

（H22.10～12月
がつ

）における検 討
けんとう

事項
じこう

 

テーマ
て ー ま

：障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の考
かんが

え方
かた

を踏
ふ

まえ、精 神
せいしん

医 療
いりょう

を中 心
ちゅうしん

に議論
ぎろん

した。 
 

Ⅰ．はじめに 

 本チーム
ほ ん ち ー む

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条 約
じょうやく

を我
わ

が国
くに

が批 准
ひじゅん

するにあ

たり、 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の非自発的
ひじはつてき

な 入 院
にゅういん

や 身 体
しんたい

拘 束
こうそく

が、「 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

」、「医 療
いりょう

観 察 法
かんさつほう

」等
とう

で法 的
ほうてき

に規定
きてい

されていること等
とう

が、人 権
じんけん

保護上
ほごじょう

問 題
もんだい

があるのでは、という視点
してん

に立
た

ち、障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

に関 連
かんれん

す

る現 行 法
げんこうほう

体 系
たいけい

を廃止
はいし

または抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

し、諸 法
しょほう

の法
ほう

改 正
かいせい

、制度
せいど

構 築
こうちく

、財 政
ざいせい

措置
そ ち

の実施
じっし

が法 的
ほうてき

に担
たん

保
ほ

されるべく、検 討
けんとう

を行
おこな

った。 
 

Ⅱ．障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

盛
も

り込
こ

むべき内 容
ないよう

 

（医 療
いりょう

・合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

における結 論
けつろん

） 

(1)「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

」を解 消
かいしょう

し、自立
じりつ

（自律
じりつ

）した生 活
せいかつ

及
およ

び地域
ちいき

社 会
しゃかい

へ

包 摂
ほうせつ

のための施策
せさく

の根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けること。 

(2) 医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

に係
かかわ

る同意
どうい

を含
ふく

む「保護者
ほご しゃ

制度
せいど

」を解 消
かいしょう

するため

の根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

けること。 

(3) 精 神
せいしん

疾 患
しっかん

の 入 院
にゅういん

ニーズ
に ー ず

を精査
せいさ

し、 国
くに

並
なら

びに都道府県
とどうふけん

は精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

の削 減
さくげん

計 画
けいかく

を立
た

て、入 院
にゅういん

に代
か

わる地域
ちいき

での医 療
いりょう

体 制
たいせい

を構 築
こうちく

すること。 

(4) 強 制 的
きょうせいてき

な入 院
にゅういん

は人 権
じんけん

保護
ほ ご

の観 点
かんてん

から原 則
げんそく

として認
みと

められない

ことを確 認
かくにん

し、人 権
じんけん

制 約
せいやく

が行
おこな

われる場合
ばあい

には、障 害
しょうがい

のない人
ひと

と

の 平 等
びょうどう

を基礎
き そ

とした 実 効 性
じっこうせい

のある 適 正
てきせい

手 続
てつづき

を 保 障
ほしょう

する規定
きてい

を

設
もう

けること。そのためには司法
しほう

、 行 政
ぎょうせい

等
とう

の第 三 者
だいさんしゃ

が 当 該
とうがい

措置
そ ち

を

人 権
じんけん

配 慮
はいりょ

の観 点
かんてん

から責 任
せきにん

もって実施
じっし

する等
とう

、本 人
ほんにん

の権利
けんり

擁護
ようご

の

ための仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。 

(5) 精 神
せいしん

医 療
いりょう

の質
しつ

の向 上
こうじょう

に努
つと

めることの根 拠
こんきょ

となる規定
きてい

を設
もう

ける
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こと。 

(6) 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が 身 体
しんたい

合 併 症
がっぺいしょう

治 療
ちりょう

のために 一 般
いっぱん

医 療
いりょう

を受
う

ける

必 要
ひつよう

が生
しょう

じた場合
ばあい

の対 応
たいおう

など、一 般
いっぱん

医 療
いりょう

における問 題 点
もんだいてん

の解 消
かいしょう

。 
 

Ⅲ．おわりに 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

・地域
ちいき

移行
いこう

を実 現
じつげん

するに当
あ

たっては、 退 院
たいいん

する 人
ひと

を

地域
ちいき

で支
ささ

える 住 居
じゅうきょ

の確保
かくほ

、 就 学
しゅうがく

、就 労
しゅうろう

など地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

システム
し す て む

の

構 築
こうちく

が 必 要
ひつよう

不可欠
ふか けつ

である。その 際
さい

、 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

の 主 体 性
しゅたいせい

を

尊 重
そんちょう

することが何
なに

よりも重 要
じゅうよう

である。 


